
広報WARABI ● 平成24年７月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ６月１日現在人口：72,614人 前月比    +1８人
 　　　　　　　　　   男 36,936人　女 35,678人
　　　　　　　　　 世帯数：36,229
　　　　　　　　　 人口密度：14,238人／km２

2012/平成24年
わらび・732

｢筋肉モリモリ｣で体力アップ
目指せ！未来の五輪代表選手
　楽しく運動に親しもうと、中央
東小学校の児童は、年間を通じて、
「筋肉モリモリキャンペーン」に取
り組んでいます。6月6日から7月
13日までは、うんてい、登り棒、鉄
棒を使っての体力増進に挑戦中。
27日開幕のロンドン五輪にも負け
ない盛り上がりを見せています。
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　昨年、賴
より

髙
たか

英
ひで

雄
お

市長が２期目をスタート
させてから、１年が経過しました。２期目
のマニフェスト「新あったかプラン」は、
６つの柱で全41項目。この１年間の実施状
況（左表参照）は、全41項目のうち、「実施
済み」が13項目、「一部実施・着手」と合
わせて、36項目となり、達成率は約88％と、
厳しい財政状況の中でも着実に推進されて
います。そこで２、３㌻では、市長マニフェ
ストの進みぐあいについてご報告します。

あったか市政着実に前進特集

◎ 実施済み　　　　13項目
○ 一部実施・着手　23項目
△ 検討中　　　　　５項目
☆ 変更　　　　　　０項目

市長マニフェスト実施状況
（全41項目）

　

塚
越
で
長
年
、
商
売
を

営
ん
で
い
ま
す
。
空
き
店

舗
有
効
活
用
事
業
は
、
商

店
街
を
活
気
づ
け
る
起
爆

剤
に
な
り
ま
す
ね
。
私
た

ち
も
経
営
努
力
を
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
し

な
が
ら
、
行
政
と
協
力
し

て
、
よ
り
元
気
な
商
店
街

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

中
なか

田
た

 忠
ただ

義
よし

さん
塚越１丁目･69歳

協働で活気あふれる商店街を
　

災
害
時
に
は
避
難
所
に

も
な
る
学
校
体
育
館
の
耐

震
化
は
、
と
て
も
心
強
い

こ
と
で
す
。
昨
年
の
大
震

災
を
機
に
、
小
学
生
の
息

子
や
近
所
の
人
た
ち
な
ど

と
、
防
災
に
関
す
る
話
題

が
増
え
、
市
民
の
意
識
も

高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

小
お

川
がわ

 悦
えつ

子
こ

さん
錦町６丁目･40歳

万一に備え災害に強いまちづくりを

　防災、防犯、環境、まちづくりなど
安全安心、環境に優しい蕨へ

　子どもたちと地域の安全を最優先に考え、小・中学校の
体育館の耐震化や大規模改修などを行うとともに、古い
耐震基準で建てられた保育園の耐震診断を実施します。

○ 全ての学校体育館の耐震化を４年間で完了
○ 保育園や公民館など公共施設の耐震化促進
○ 水道などライフラインの更なる強化
◎ 自主防災組織への支援強化
○ ＬＥＤ防犯灯400基設置（取替え）
◎ 自主防犯組織への支援強化
○ 蕨市内の犯罪発生件数を20％削減
◎ 家庭用太陽光発電に対する助成
○ リサイクルフラワーセンターを活用した
　 　　　　エコキャップと花いっぱい運動の拡大
○ 錦町土地区画整理事業の促進

　地域活性化、元気な商店街、
　　　　　　　　　文化スポーツなど
にぎわいと活力ある蕨へ

　空き店舗有効活用事業を増額することで、より
活気あふれる商店街にしていくとともに、わらび
りんごを生かして、まちの魅力を高めていきます。

○ 防災含め､ 地域密着型公共事業で地域活性化
○ 中心市街地活性化計画の
　 　　　　　　　　国の認定と本格的推進
△ 蕨東西口のコミュニティ･
　 　　　　　　　ショッピング道路整備
◎ 空き店舗有効活用事業の実施
○ 都市計画制度を活用し､ 防災や
　 　　　商店街活性化など中央第一地区の
　 　　　　　　　　新たなまちづくりの推進
○ 蕨駅西口第二、第三工区の
　 　｢市負担の大幅削減」に向けた計画見直し
◎ 住宅リフォーム助成制度の拡充
○ わらびりんごでロマンあるまちづくり推進
△ 音楽によるまちづくりの推進
△ 文化スポーツ施設のインターネット予約導入
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愛
着
が
あ
り
、
住
み
慣

れ
た
ま
ち
で
ず
っ
と
生
活

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
多
い
は
ず
で
す
。
南
町

に
新
た
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
出
来
る
こ
と
は

と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
ね
。
こ
の
よ
う
な
施
設

の
充
実
は
、
市
民
に
と
っ

て
安
心
感
が
広
が
り
ま
す
。

柳
やぎ

沼
ぬま

 義
よし

男
お

さん
中央7丁目･70歳

高齢者に安心広がる施設誘致

　介護、健康づくり、障害者福祉など
誰もが安心して　　　
　　　暮らせる蕨へ

　多くの市民の皆さんが望んでいる市内３か所目
の特別養護老人ホームの整備を市内民間企業との
協働で進めています。開設は平成27年４月の予定。

○ 特別養護老人ホームの増設
○ 75歳以上の「ぷらっとわらび」無料化
○ 市立病院の経営改革と診療体制の拡充
◎ 高齢者の肺炎球菌ワクチンへの公費助成
△ 障害者のグループホーム設置
○ 一人暮らし高齢者の見守りや
　 　　　　　　　　　　災害時の避難支援

４

 

来
年
４
月
の
開
園
に
向

け
て
、
錦
町
に
民
間
認
可

保
育
園
が
増
設
さ
れ
る
こ

と
は
、
仕
事
に
復
帰
し
た

い
と
考
え
て
い
る
母
親
た

ち
に
と
っ
て
朗
報
で
す
ね
。

保
育
園
か
幼
稚
園
の
選
択

肢
が
増
え
る
の
は
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。今
後
も
、

子
育
て
世
代
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

橋
はし

本
もと

 亜
あ

季
き

さん
北町５丁目･30歳

認可保育園増設は子育て世代に朗報

　子育て支援、教育の充実など
子どもたちの　　　　
　　　笑顔あふれる蕨へ

　子どもたちの学習環境の改善に向け、小・中学校にエ
アコンを設置しました。また、来年４月の開園を目指し
て錦町に、民間認可保育園が整備されることになりました。

○ 待機児童の解消に向け､ 認可保育園の増設
○ 学童保育（留守家庭児童指導室）の時間延長
◎ 小・中学校へのエアコン設置
◎ 小学校全学年での35人程度学級実施
◎ 全小・中学校での学校図書充足率100％へ
◎ 子宮頸がんワクチンへの公費助成
◎ アウトメディア宣言で、青少年の健全育成推進
△ 希望する児童を対象とした学校土曜塾の開設

３

　市民との協働を本格的に進め
　　　　　　　　　　心が通い合い、
みんなでつくる蕨へ

　更なる地域活動への参加とにぎわいあるまちづ
くりを目的に、今年度から ｢クリーンわらび市民
運動｣の参加者へのポイント制度を開始しました。

○ 市民参画協働のための条例制定
◎ 地域貢献活動に対するポイント制度導入
◎ ネットワークステーションをくるる１階に整備

５　引き続き、市財政の健全化を進め
持続可能な都市・蕨へ

　厳しい財政状況の中でも、さまざまな施策を取り組み
ながら、職員人件費などの経費を削減することで債務残
高を減らしていき、市財政の健全化との両立を図ります。

○ 市の借金総額を４年間で10億円以上削減
○ 市の人件費を４年間で２億円以上削減
　 （借金総額は、この１年で約4.2億円減。人件費は昨年度約1.2億円減）
○ 国、県の補助金の積極的活用
○ 市の滞納債権回収の体制強化と収納率向上

６

２

今年度は小学校４校の体育館耐震化工事を実施（西小学校）

子どもも大好きなわらびりんご

認可保育園の増設で子育て支援の更なる充実

特別養護老人ホーム建設予定地（南町２丁目）

多くの人が参加した今年の「クリーンわらび市民運動」
子どもたちの明るい未来のために全力を尽くします
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■2012平和のための埼玉の戦争展／26日～30日　浦和駅西口前コルソ７階　パネル･資料展示ほか　詳細＝同展実行委員会（☎048･825･7535） ■住宅用火災警報器の設置／まだ設置をしていないご家庭はお早めに　設置箇所は原則寝室と階段です　詳細＝消防本部予防課（☎441･0174）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、日
頃
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校

時
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
、
交

通
安
全
指
導
員
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
な
ど
が
、
事
故
発
生
率
の
高
い

朝
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
、
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、
模
擬
信
号
と
横
断

歩
道
を
使
っ
た
交
通
安
全
教
室
は
、

小
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
、
年
約

20
回
開
か
れ
て
い
ま
す
。
交
通
安

全
母
の
会
や
交
通
安
全
指
導
員
な

ど
に
よ
る
指
導
は
、
優
し
く
分
か

り
や
す
い
と
、定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

ほ
ん
の
一
瞬
の
出
来
事
で
尊
い

命
が
奪
わ
れ
た
り
、
け
が
を
し
た

り
す
る
交
通
事
故
。
全
国
的
に
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

蕨
市
内
に
お
い
て
は
、
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
右
グ

ラ
フ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
10
年
前

の
平
成
13
年
に
４
６
８
件
（
う
ち

死
者
２
人
）
あ
っ
た
交
通（
人
身
）

事
故
は
、
23
年
は
３
４
９
件
（
同

２
人
）
と
１
１
９
件
減
少
し
て
い

ま
す
。昨
年
の
状
況
を
見
る
と
、事

故
死
傷
者
の
割
合
と
し
て
、
車
が

31
・
５
％
、
自
転
車
が
38
・
７
％
、

歩
行
者
が
13
・
４
％
と
自
転
車
事

故
が
多
い
の
が
蕨
市
の
特
徴
で
す
。

　

市
で
は
、交
通
事
故
を
な
く
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
対
策
を
ま
ち
ぐ
る
み
で

ル
ー
ル
守
っ
て
事
故
防
止
を

　

市
内
で
の
事
故
の
特
徴
か
ら
、

「
自
転
車
」、「
高
齢
者
」、「
交
差

点
」
の
事
故
防
止
を
重
点
課
題
と

す
る
蕨
市
。
特
に
自
転
車
事
故
の

死
傷
者
割
合
は
、
昨
年
県
内
で
ワ

ー
ス
ト
２
位
で
し
た
。
自
転
車
は

便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
ル
ー
ル

違
反
な
ど
が
原
因
で
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
（
左
囲
み
参
照
）。

　

市
で
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
交
通
事
故
の

な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　今年に入ってから、交通死亡事故ゼロ
が続いている蕨市（６月25日現在）。多く
の人が悲しむ事故をなくそうという、ま
ちをあげての活動が実を結んでいます。
そこでここ４、５㌻では、蕨市内の交通
事故の発生状況や地域で取り組んでいる
交通安全対策などについてご紹介します。

特　集
地域で取り組む
交通安全

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
更
新
中

に
し
よ
う
と
平
成
18
年
に
県
内
初

の「
交
通
安
全
条
例
」を
制
定
し
た

り
、
道
路
診
断
な
ど
を
行
っ
た
り

し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、市
民
の
皆

さ
ん
や
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通

安
全
指
導
員
協
議
会
、
交
通
安
全

協
会
な
ど
の
関
係
団
体
、事
業
者
、

警
察
と
一
体
と
な
り
、
交
通
事
故

防
止
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
今
年
は
、
５
月
末
現
在
の
交

通（
人
身
）事
故
の
件
数
が
１
１
７

件
と
、昨
年
同
時
期
に
比
べ
、16
件

減
少（
上
表
参
照
）。
更
に
交
通
死

亡
事
故
も
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
ま
す
。

市内交通（人身）事故
発生件数（５月末現在）

平成24年 117件

平成23年 133件

増　減 －16件

増減率 －12％

　

ま
た
、
事
故
の
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
り
や
す
い
の
が
高
齢

者
で
す
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
町
会

で
は
、そ
の
現
状
を
理
解
し
て
、意

欲
的
に
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、市
で
は
、自
転
車
事
故
が

多
い
と
い
う
問
題
の
解
消
の
た
め
、

６
月
10
日
を「
無
灯
火
ゼ
ロ
の
日
」

と
し
、
街
頭
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を

配
っ
て
、
夜
間
点
灯
を
呼
び
か
け

た
り
、
自
転
車
の
無
料
点
検
を
し

た
り
と
、啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
課
題
に

対
し
て
ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

と
い
う
姿
勢
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
活
発
な
蕨
な
ら
で
は
で
す
。

交
通
事
故
の
な
い

　
　
ま
ち
を
目
指
し
て

｢横断歩道を渡るときは、右手を上げて｣と指導を受ける園児たち（たんぽぽ保育園）

▲ 無灯火ゼロの日にＬＥＤライトを配布しなが
ら､ 市民の皆さんに夜間点灯を呼びかけます

◀ 警察官による交通安全講話を聞く
高齢者クラブ・みずほ会の皆さん

元気な挨拶を交わしながら、児童の安全な登校を見守る保護者（中山道本町通り）

　車があまり通らない道が多い蕨では
「車が来ないだろう」との思い込みから事
故が起きる場合があるので、気をつけて
ください。事故件数が年々減っているの
は、市民や関係団体の皆さんによる活動
の成果と考えられます。15日から24日ま
での夏の交通安全運動期間も皆さんと協
力して、事故防止活動を進めていきます。

連携深めて更に安全なまちを

蕨警察署交通課

大
おお

和
わ

田
だ

 康
やす

浩
ひろ

課長

　子どもたちの安全を守ろうと、昭
和40年に蕨交通青年隊に入り、以来、
登校時に見守り活動を行ったり、交
通安全教室で指導したりしています。
学校や地域での教育もたいせつです
が、家庭での教育が第一。まずは、
大人がお手本にならなければいけな
いでしょうね。そうすると、自然と
子どもたちにも伝わっていきます。

交通安全教育は
大人がお手本に

交通安全指導員

栗
くり

原
はら

 正
まさ

勝
かつ
さん

0

300

350

400

450

500

13 18 23

市内交通（人身）事故件数の推移
みんなで守ろう自転車運転マナー

自転車安全利用五則
自転車は、車道が原則、歩道は例外

車道は左側を通行

歩道は歩行者優先で、
車道寄りを徐行

安全ルールを守る

子どもは、ヘルメットを着用

❶

❷

❸

❹

❺
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謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
再
会
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代
に

も
愛
さ
れ
て
き
た
歌
が
、
ま
た
こ

の
場
所
に
響
き
わ
た
る
よ
う
に
─
。

は
初
め
て
の
経
験
で
す
が
、
お
年

寄
り
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、

４
月
か
ら
、
毎
日
約
２
時
間
の
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
古
く
か
ら

歌
い
継
が
れ
て
き
た
歌
を
中
心
に
、

全
10
曲
を
披
露
。
来
場
し
た
１
１

８
人
を
、
そ
の
美
し
い
歌
声
と
豊

か
な
表
現
力
で
彩
ら
れ
た
合
唱
の

▲�生徒たちのみごとなハーモニーに
入所者の皆さんも思わずうっとり

世
界
に
引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

終
演
後
に
は
、
入
所
者
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
る
光
景
も
。

「
あ
り
が
と
う
」と
、
お
互
い
に
感

　

子
ど
も
の
頃
に
歌
い
、
親
し
ん

だ
歌
―
。そ
れ
は
、い
つ
聴
い
て
も

心
に
響
く
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
蕨
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
の
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
歌
は
元
気
の
源
の
一
つ
で
す
。

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
に
す
て
き
な
歌

声
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、
６

月
16
日
に
同
施
設
を
訪
れ
た
の
は
、

合
唱
で
県
内
有
数
の
実
績
を
誇
る

第
一
中
学
校
音
楽
部
の
生
徒
28
人
。

施
設
を
慰
問
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト

▼�施設内には中学生と入所者の皆さ
んの触れ合いが広がっていました

▶�懐かしい歌の数々に、いつの間に
か客席から歌声が聴こえる場面も

感謝をこめて歌いたい　　
　皆さんが伝えてくれた歌
～第一中学校音楽部ｉｎ蕨サンクチュアリ～

▼�篠﨑先生（指揮）の指導の下、一丸
となって活動に取り組んでいます

◀▲�豊かな表情が印象的です。合唱に
はすてきな笑顔が欠かせませんね

特集：歌声は世代を超えて

第
一
中
学
校
音
楽
部

　
　

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　

ｉ
ｎ 

蕨
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

　

発
表
曲

　
　

１
．
花

　
　

２
．
夏
の
思
い
出

　
　

３
．
浜
辺
の
歌

　
　

４
．
赤
と
ん
ぼ

　
　

５
．
花
の
街

　
　

６
．
お
ん
が
く

　
　

７
．
フ
ァ
イ
ト

　
　

８
．
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を

　
　

９
．
上
を
向
い
て
歩
こ
う

　
　

10
．
ふ
る
さ
と

←

←

最後は涙のお別れ。歌が心と心をつないでくれました

♪
♬
♭



【　　】8【　　】9

■蕨市シルバー人材センター会員募集／対象＝健康で働く意欲と体力のある原則60歳以上の人　登録制　問い合わせ＝同センター（緯433・0962）■平成24年国民生活基礎調査のお知らせ／12日は所得票調査日となっています　調査にご協力ください　問い合わせ＝福祉総務課（緯433・7753）

福祉の心を育むお祭り
　

障
害
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
深
め
る
「
第
14

回
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
」
が
６
月
10
日
に
同
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
手
作
り
パ
ン

販
売
や
模
擬
店
、
第
二
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
生
演
奏

な
ど
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
、

訪
れ
た
４
１
０
人
は
、
触
れ

合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
福
祉

へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

まちをあげて美化活動
　

道
路
や
公
園
の
清
掃
を
す

る
「
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民

運
動
」が
６
月
３
日
、市
内
全

37
町
会
で
行
わ
れ
、
４
３
９

０
人
が
参
加
。
空
き
缶
や
雑

草
な
ど
集
め
ら
れ
た
ご
み
は

８
３
５
０
㌕
と
ま
ち
全
体
で

美
化
活
動
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
今
回
か
ら
地
域
貢
献
活

動
の
参
加
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

国技を肌で感じる教室
　

６
月
23
日
、
塚
越
小
学
校

で
ハ
ロ
ー
サ
タ
デ
ー「
ち
び
っ

こ
相
撲
教
室
」が
開
か
れ
、小

学
生
ら
43
人
が
参
加
。
蕨
市

相
撲
連
盟
の
皆
さ
ん
に
よ
る

稽け
い

古
の
実
演
や
、
巡
業
な
ど

で
披
露
さ
れ
る
相
撲
甚
句
を

見
学
し
た
ほ
か
、
立
ち
合
い

や
取
組
に
挑
戦
。
会
場
は
相

撲
に
魅
了
さ
れ
た
参
加
者
の

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

あじさいまつり盛大に
　

５
０
０
本
の
ア
ジ
サ
イ
が

彩
る
ね
む
の
き
公
園
（
中
央

２
丁
目
）
で
、
６
月
16
日
と

17
日
に「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
模
擬
店

や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ン

ド
の
生
演
奏
が
祭
り
を
盛
り

上
げ
た
ほ
か
、
恒
例
の
蕨
音

頭
に
は
３
０
０
人
が
浴
衣
姿

で
参
加
。
延
べ
１
５
０
０
人

が
訪
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

子育て支援に市へ寄附
　

６
月
12
日
、
蕨
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ（
菊き

く

地ち

伸し
ん

会
長
・
写

真
左
）か
ら
、10
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附

金
は
、
寄
附
者
が
使
途
を
指

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、「
ふ

る
さ
と
わ
ら
び
応
援
基
金
」

と
し
て
、「
子
育
て
及
び
教
育

を
支
援
す
る
事
業
」
に
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

火

曜
日
＝
午
後
５
時　

市
民
体
育

館　

土
曜
日
＝
午
前
10
時　

中
央

東
小
学
校　

月
３
０
０
０
円　

５

歳
以
上　

初
心
者
歓
迎居

長
塚
・

緯
090
・
５
７
５
４
・
８
９
２
５巨

▼
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｐ
＆
Ｔ
Ａ
Ｐ
Ｓ
（
ゴ
ス

ペ
ル
）　
月
２
回
木
曜
日　
午
前
10

時
半　

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
ほ

か　

月
３
０
０
０
円居

小
野
寺
・

緯
080
・
５
０
７
３
・
８
７
２
４巨

▼
実
用
書
道
ク
ラ
ブ　

第
１
・
３

火
曜
日　

午
後
１
時
半　

下
蕨
公

民
館　

月
２
０
０
０
円
（
教
材
費

別
）居

高
橋
・
緯
432
・
３
２
８
０巨

▼
ス
プ
リ
ッ
ト（
社
交
ダ
ン
ス
）　

金
曜
日　

午
後
７
時
半　

福
祉
・

児
童
セ
ン
タ
ー　

１
回
１
０
０
０

円居

石
塚
・
緯
433
・
５
２
７
５巨

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
イ
キ
イ
キ
健
康
講
座
「
腸
を
元

気
に
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
と
運

動
」
29
日　

午
前
10
時　

市
民
会

館　

３
０
０
円居

平
田
・
緯
444
・

２
２
２
２巨

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

７
日
・

21
日
・
26
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円居

犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３巨

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

10
月
13
日

＝
徳
川
譜
代
大
名
の
城
下
町
古

河
・
武
家
屋
敷
巡
り　

11
月
10
日

＝
東
京
レ
ト
ロ
商
店
街
ぶ
ら
り

旅　

戸
越
銀
座
巡
り
と
品
川
ま
ち

歩
き　

各
回
１
０
０
０
円　

説
明

会
あ
り居

岩
本
・
緯
090
・
３
４
３

１
・
４
２
９
５巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

3
日

＝
中
央
公
民
館　

11
日
＝
南
公
民

館　
19
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
７

時居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
卓
上
ミ
シ
ン　

取
り
に
伺
い
ま

す居

か
た
ば
み
会
・
星
野
・
緯

443
・
８
３
０
８巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
に
し
き　

第

１
・
３
水
曜
日　

午
前
10
時　

西

公
民
館　

月
１
５
０
０
円居

田

中
・
緯
443
・
０
９
３
８巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　
火
曜
日　
午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料居

井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

▼
ミ
ッ
キ
ー
キ
ッ
ズ（
親
子
体
操
）

水
曜
日　

午
前
11
時　

北
町
公
民

館　

月
１
５
０
０
円　

未
就
園
児

親
子居

川
畑
・
緯
090
・
９
３
８
０
・

４
２
７
８巨

▼
蕨
サ
リ
ク
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
月
・

金
曜
日　
午
前
11
時　
富
士
見
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　

月
１
５
０
０
円居

熊

田・
緯
090・８
９
０
４・６
８
５
２巨

▼
土
曜
ダ
ン
ス
教
室　

第
１
・
３

土
曜
日　

午
後
１
時
半　

中
央
公

民
館　

月
２
０
０
０
円居

飯
田
・

緯
441
・
２
７
３
０巨

▼
蕨
市
南
剣
道
ク
ラ
ブ　

火
曜
日

＝
午
後
６
時
半　

土
曜
日
＝
午
後

６
時　

南
小
学
校　

月
２
０
０
０

円（
未
就
学
児
は
５
０
０
円
）　

年

長
～
小
学
生居

沼
野
井
・
緯
442
・

１
７
８
７巨

この数な～に
63.1％

　15分以上運動した人の参加率を自治
体どうしで競う「チャレンジデー」が５
月30日に行われました。３回目の参戦
となる蕨市の対戦相手は愛知県碧

へき

南
なん

市。
まち全体で健康づくりに取り組もうと、
早朝から行われたさまざまな催しに多
くの人が参加。皆さんのご協力により、
参加者45,733人、参加率６３．１％と碧
南市の45.4％を上回り、みごと勝利を
飾りました。健康づくりへの関心を高
めるとともに、翌31日から１週間、碧南
市役所のメインポールに蕨市旗が掲げ
られ、蕨のアピールにも成功しました。

　

セ
ネ
ガ
ル
の
北
東
部
・
マ

タ
ム
出
身
の
ム
ッ
サ
さ
ん
は
、

日
本
の
文
化
や
産
業
に
強
い

関
心
を
抱
き
、
18
歳
の
と
き

に
単
身
で
来
日
。
現
在
は
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

忙
し
い
日
々
を
送
り
ま
す
。

家
族
３
人
で
２
年
前
か
ら
蕨

で
暮
ら
し
て
い
る
ム
ッ
サ
さ

ん
は
、
娘
の
怜れ

い

良ら

ち
ゃ
ん
を

保
育
園
に
送
っ
た
り
、
近
所

の
魚
屋
に
買
い
物
に
行
っ
た

り
と
、
す
っ
か
り
地
域
に
な

じ
ん
で
い
る
様
子
。
外
で
優

し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
地

域
の
か
た
と
の
触
れ
合
い
は
、

心
が
落
ち
着
く
そ
う
で
す
。

「
こ
の
先
も
、ず
っ
と
蕨
で
暮

ら
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 セネガル
錦町５丁目・37歳

ソー・ムッサさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

テ
ム
や
、
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
発
電
を
行
い
、
排
熱
を
給

湯
な
ど
に
利
用
す
る
設
備

（
通
称
・
エ
コ
ウ
ィ
ル
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）な
ど
、６
つ
の
設

備
を
住
ま
い
に
設
置
、
ま
た

は
当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
た

市
内
の
新
築
戸
建
住
宅
を
購

入
し
居
住
す
る
場
合
に
補
助

す
る
制
度
で
す（
下
表
参
照
）。

申
請
す
れ
ば
必
ず
補
助

が
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
予
算
額
に
達

し
し
だ
い
受
付
は
終
了
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
予
算
は
前

期
・
後
期
に
分
け
２
５
０
万

円
ず
つ
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

設
置
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、

リポート　そこが知りたい

〈82〉

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
設
置
に
補
助
が

出
る
そ
う
で
す
が
、
ど
ん
な

制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

は
い
。
市
で
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
を
促
進
し
て
い
こ

う
と
、「
地
球
温
暖
化
対
策
設

備
等
設
置
費
補
助
金
」
を
今

年
度
新
設
し
、
そ
の
受
付
を

先
月
４
日
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
設

備
と
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

国
や
県
か
ら
の
補
助
も

受
け
ら
れ
ま
す
か
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
場
合
、
国
や
県
に
も

補
助
制
度
が
あ
り
、
併
せ
て

受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
申
請
方
法
や
予
算

額
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
へ
、

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

温
暖
化
対
策
設
備
の
設
置
に
補
助
金

お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
必
ず
設
置
工
事
を
始

め
る
前
に
、
所
定
の
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

安
全
安
心
推
進
課
生
活
環
境

係
（
北
町
５
︱

13
︱

23
）
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
期
の
受
付
開
始

は
、
10
月
１
日
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

先
月
４
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金
」
制
度
。
今
月

は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
住
ま
い
に
設
置
す
る
際
に
補
助
す
る
こ
の
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
の
鎌
田
未
緒
さ
ん
が
、
生
活
環
境
係
を
訪
れ
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

申請はお早めに

市民リポーター

鎌
かま

田
た

　未
み

緒
お

さん

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

こ
れ
ら
を
設
置
す
る
と
、

な
ぜ
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
な
が
る
の
で
す
か
。

地
球
温
暖
化
の
一
因
と

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
以
下
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
例
え
ば
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム（
3.5
㌗
）を
設
置
し

た
場
合
、
年
間
約
１
２
０
０

㌕
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
見

込
ま
れ
る
ほ
か
、
家
庭
で
消

費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約

３
割
を
占
め
る
給
湯
器
を
、

効
率
の
よ
い
物
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
有
効
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
、

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
重
要
な
ん
で
す
ね
。

は
い
。
温
暖
化
対
策
設

備
を
設
置
す
る
以
外
に

も
、
ご
み
の
減
量
や
節
電
な

ど
、
身
近
な
取
り
組
み
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
運
動
や
生
ご
み
堆
肥

化
な
ど
、
既
に
多
く
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
環
境

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

表　対象となる設備と補助額
設　　備 補　助　額

①太陽光発電システム 10万円
②太陽熱温水器（自然循環型） ５万円
③太陽熱温水器（強制循環型） ５万円
④ガスエンジン給湯器
　（通称名　エコウィル） ５万円
⑤家庭用燃料電池装置
　（通称名　エネファーム） ５万円

⑥雨水貯留施設 設置費の２分の１で
５万円が上限

補助金交付までの流れ

交
付
の
可
否

を
決
定

交
付
額
の

確
定

補
助
金
交
付
の
申
請

設
置
工
事
の
着
手

交
付
請
求
書
を
提
出

完
了
報
告
書
を
提
出

（
設
置
後
１
か
月
以
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境

係
（
緯
443
・
３
７
０
６
）
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来
らい

翔
と

ちゃん
（５歳４か月）

来
くる

桃
み

ちゃん
（７か月）

松
まつ

田
だ

　賢
けん

二
じ

さん　
繭
まゆ

子
こ

さんの
長男・長女　 　

　　南町２丁目

泰
たい

基
き

ちゃん
（１歳６か月）

松
まつ

田
だ

　剛
たけし

さん　
梨
り

江
え

さんの
長男　　　　

　　中央６丁目

■リサイクルフラワーセンター花壇ボランティア募集／11日・25日・8月8日・22日　午後1時　申し込み＝蕨戸田衛生センター組合（緯421・2801）■ボートレース戸田／開催＝1日・4日～8日・12日～16日・17日～22日・25日～29日　観戦ツアー＝28日　問い合わせ＝戸田競艇組合（緯441・7711）

ワ
ラ
ビ　

う
～
、外
は
暑
い
。

ち
ょ
っ
と
休
み
た
い
。

お
母
さ
ん　

じ
ゃ
あ
、
こ
こ

で
休
み
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
ビ　

わ
～
い
、
っ
て
こ

こ
は
、中
央
公
民
館
じ
ゃ
ん
。

お
母
さ
ん　

ど
ぉ
、
涼
し
い

で
し
ょ
。題
し
て「
ク
ー
ル
オ

ア
シ
ス
蕨
」。
熱
中
症
対
策

や
家
庭
で
の
節
電
の
一
環
と

し
て
、
今
月
か
ら
９
月
30
日

ま
で
公
共
施
設
の
ロ
ビ
ー
な

ど
を
一
時
休
憩
や
猛
暑
時
の

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、
市

民
に
開
放
し
て
い
る
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

へ
ぇ
、
だ
か
ら
中

央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
は
椅

子
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
ね
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
外
は

暑
い
で
す
か
ら
ね
。
ゆ
っ
く

り
涼
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

お
じ
ゃ
ま
し
て
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
ク
ー
ル
オ

猛
暑
時
の
休
憩
や
緊
急
避
難
に
ご
利
用
を

高
齢
者
の
熱
中
症
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

ア
シ
ス
蕨
は
、
他
に
ど
ん
な

所
に
あ
る
の
？

職
員　

公
民
館
の
他
に
も
、

市
役
所
や
福
祉
・
児
童
セ
ン

タ
ー
な
ど
13
施
設
で
実
施
し

て
い
ま
す（
下
表
参
照
）。
実

施
施
設
に
は
入
口
に
ポ
ス
タ

ー
が
貼
っ
て
あ
る
ん
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

な
る
ほ
ど
～
。

職
員　

特
に
各
公
民
館
で
は
、

空
き
部
屋
を
子
ど
も
た
ち
の

学
習
の
場
と
し
て
開
放
し
た

り
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
工

作
や
実
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

子
ど
も
教
室
を
企
画
し
た
り

し
て
い
ま
す
（
詳
細
は
お
知

ら
せ
版
８
㌻
参
照
）。

ワ
ラ
ビ　

楽
し
そ
う
だ
ね
。

職
員　

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
日
中
の
気
温
の

ピ
ー
ク
時
を
公
共
施
設
で
過

ご
す
こ
と
で
、
家
庭
で
の
節

電
に
も
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
。

職
員　

熱
中
症
は
、
６
月
25

日
現
在
、
県
内
で
既
に
80
人

が
救
急
搬
送
さ
れ
る
な
ど
、

こ
の
時
期
怖
い
病
気
で
す
が
、

幾
つ
か
の
注
意
点
を
守
れ
ば

防
げ
ま
す
。
ク
ー
ル
オ
ア
シ

ス
蕨
で
は
、
県
の
事
業
と
も

連
携
し
て
、
熱
中
症
予
防
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
置
い
て
あ

る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

ど
れ
ど
れ
。
特
に

注
意
が
必
要
な
の
は
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
か
。

お
母
さ
ん　

高
齢
者
は
暑
さ

や
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
、

対
応
が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
て

親と子の
ニュースの
小窓

暑い日は涼みませんか
「クールオアシス蕨」
公共施設で実施中

実
施
施
設
は
入
口
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
印

　
「
外
遊
び
が
大
好
き
な
泰

基
は
自
分
の
靴
を
玄
関
に
並

べ
て
、
に
っ
こ
り
し
な
が
ら

私
の
支
度
が
で
き
る
の
を
待

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
泰
基

の
お
気
に
入
り
は
砂
場
遊
び
。

作
っ
て
あ
げ
た
砂
山
を
頭
か

ら
砂
を
か
ぶ
る
く
ら
い
夢
中

に
な
っ
て
崩
す
の
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
汗
び
っ
し
ょ
り

に
な
る
ま
で
思
い
切
り
体
を

動
か
す
と
、
帰
り
道
は
も
う

夢
の
中
︱
。
泰
基
を
だ
っ
こ

し
な
が
ら
寝
顔
を
見
て
い
る

と
、
自
然
と
心
が
安
ら
ぎ
ま

す
。
い
っ
し
ょ
に
過
ご
す
毎

日
は
、
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い

で
す
」と
母
親
の
梨
江
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－483－

　暑さが厳しい今月から９月30日ま
で、市では、熱中症対策や家庭での節
電の一環として、公共施設のロビーな
どを一時休憩や緊急避難場所として
開放しています。猛暑日は、「クール
オアシス蕨」をうまく利用しながら、
こまめに水分補給をしてください。

し
ま
う
の
ね
。
室
内
や
夜
間

で
も
注
意
が
必
要
だ
っ
て
。

ワ
ラ
ビ　

部
屋
の
温
度
を
こ

ま
め
に
測
っ
た
り
、
寝
る
前

や
、
喉
が
渇
い
て
な
く
て
も

意
識
的
に
水
分
を
取
り
ま
し

ょ
う
、
だ
っ
て
。

職
員　

周
り
の
人
た
ち
も
、

高
齢
者
へ
の
気
配
り
が
た
い

せ
つ
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

気
を
つ
け
ま
す
。

職
員　

暑
さ
が
厳
し
く
な
る

時
期
で
す
。
外
出
時
は
帽
子

や
日
傘
な
ど
で
直
射
日
光
を

避
け
て
、暑
い
と
感
じ
た
ら
、

気
軽
に
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
蕨

で
涼
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

こ
ま
め
な
水
分

補
給
も
ね
。

ワ
ラ
ビ　

う
ん
。
じ
ゃ
あ
、

早
速
、
ジ
ュ
ー
ス
買
っ
て
。

お
母
さ
ん　

も
う
。

蕨市アウトメディア宣言

　

ビ
リ
ヤ
ー
ド
？
お
は
じ
き
？
い
い
え
、

「
オ
ニ
ム
」で
す
。
チ
ッ
プ
を
指
で
は
じ

き
、
90
㌢
四
方
の
木
製
コ
ー
ト
の
中
央

に
並
べ
た
得
点
チ
ッ
プ
を
コ
ー
ナ
ー
に

落
と
し
て
得
点
を
競
い
ま
す
。
福
祉
・

児
童
セ
ン
タ
ー
で
10
年
以
上
親
し
ま
れ

て
い
る
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
玉
筋
を
見
極

め
る
集
中
力
と
判
断
力
が
試
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
し
か
自
分
た
ち
で
遊
び

方
を
考
え
て
楽
し
む
姿
も
。
は
じ
き
方

を
工
夫
し
た
り
、
チ
ッ
プ
を
積
み
上
げ

て
ダ
ル
マ
落
と
し
の
よ
う
に
遊
ん
だ
り

と
、
発
想
力
は
尽
き
ま
せ
ん
。
指
先
か

ら
は
じ
け
る
チ
ッ
プ
と
笑
顔
。
そ
の
勢

い
は
梅
雨
空
も
吹
き
飛
ば
し
そ
う
で
す
。

子どもクラブはじいて広がる友達の輪
福祉・児童
センター

かるた
　アンチエイジング

　

楽
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
の
経
験
や
そ
れ
を
思
い
出

す
こ
と
で
顔
の
表
情
も
同
じ

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
か
わ

い
い
子
猫
を
見
て
、
ほ
ほ
え

イ
ー
ッ
！

ま
し
く
な
っ
た
り
。
映
画
を

見
て
泣
い
た
り
。
感
じ
た
こ

と
は
脳
で
認
識
さ
れ
、
顔
の

筋
肉
が
動
き
、
表
情
と
し
て

表
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
そ
の
逆
。「
イ
ー

ッ
！
」
と
口
を
動
か
し
て
笑

っ
た
顔
に
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。こ
の
と
き
は
、楽
し
い
こ

と
を
体
験
し
て
い
な
く
て
も
、

脳
で
は
楽
し
く
て
笑
っ
た
と

き
と
同
じ
反
応
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。正
に「
笑
う
門
に
は

福
来
る
」
で
す
ね
。
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

２
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
て

１
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
２
期
目
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
「
新
あ
っ
た
か
プ

ラ
ン
」
も
着
実
に
前
進
し
て

い
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
地
域
の

避
難
所
に
も
な
る
学
校
体
育

館
の
耐
震
化
と
大
規
模
改
修

を
２
年
間
で
完
了
さ
せ
る
こ

と
と
し
、
今
年
度
か
ら
工
事

が
始
ま
り
ま
す
。
介
護
の
分

野
で
は
、
民
間
企
業
と
の
協

働
に
よ
り
、
市
内
３
か
所
目

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
に
向
け
て
動
き
出
し
て

い
ま
す
。子
育
て
支
援
で
は
、

民
間
認
可
保
育
園
の
整
備
が
、

来
年
４
月
の
開
園
を
目
指
し

て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、６
月
３
日
の

ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動

か
ら
、「
く
ら
し
の
商
品
券
」

（
50
ら
く
）の
配
布
も
始
ま
り
、

町
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

活
動
の
発
展
と
商
店
街
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
市
財
政
の
健
全
化

に
つ
い
て
も
、23
年
度
に
お
い

て
人
件
費
は
前
年
度
比
で
約

１
億
２
０
０
０
万
円
減
少
し
、

借
金
残
高
も
、
こ
の
１
年
間

で
約
４
億
２
０
０
０
万
円
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
着
実
に
推
進
し
、日
本
一
の

あ
っ
た
か
市
政
を
目
指
し
て

全
力
で
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

ま
す（
項
目
は
２
、３
㌻
で
）。

市長　賴 髙 英 雄

２期目のマニフェスト
「新あったかプラン」も着実に前進

51

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は５日、８月は２日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

DEい

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 
医
師

柴
田
医
師
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
外
来
は
金
曜
日
午
後
。
詳
細

は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

― ｢クールオアシス蕨｣ 実施施設―
市役所、福祉・児童センター、図書館、保健センター、交流プラザさくら、市民会館、
７公民館（詳細は下段）

各
公
民
館
の
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
事
業

中央公民館／◆スタディルーム：9月14日まで　午前9時～午後6時　小学生以上　談話
コーナーを開放　◆ちびっこプール：9日～8月30日　午前10時～午後4時　中庭　親子
（未就学児）　◆涼み亭：19日～8月30日の木曜日　午前9時～午後5時　成人､ 親子（未就
学児）　和室を開放　※土・日・祝日・月末除く　その他　同館・市民会館ロビーを開放
東公民館／◆ファミリー映画会：8月6日・22日　午後2時　幼児～小学生　◆夏休み子ど
も勉強部屋：8月20日～31日の平日　午前9時～午後3時　小・中学生　団体連絡室を開放
西公民館／◆すたでぃる～む：26日～8月30日の火曜日　午前9時～午後4時、木曜日　
午後1時～4時　小学生～高校生　団体連絡室を開放　※その他　卓球無料開放、映画
会などあり
南公民館／◆ピアノの生演奏でみんなで楽しく歌いませんか！：8月8日　午後1時半　
童謡・唱歌など　直接会場へ
北町公民館／◆図書ラウンジ：平日午前9時～午後5時　◆みんなのお家：子ども向け
に空き部屋を開放　日程は同館
下蕨公民館／◆見た目も涼しい?!下蕨クールスポット：30日～8月24日　エコ風鈴など
を飾ったロビーを提供　◆すまいるぱ～く：講座室を開放　日程は同館
旭町公民館／◆まちのクールオアシス：30日～8月27日の月曜日　午後1時～5時　小
学生　和室を開放
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小
の
児
童
が
野
外
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
食
事
作

り
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽

し
み
な
が
ら
、
夏
の
一
夜
を
過
ご

す
「
西
小
学
校
３
年
生
一
泊
キ
ャ

ン
プ
」。今
月
の
14
日
・
15
日
に
行

わ
れ
る
こ
の
催
し
は
、
今
回
で
30

周
年
を
迎
え
る
地
域
の
伝
統
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
絆
を
深
め
、

か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
作
り
の

場
に
し
た
い
」と
話
す
の
は
、キ
ャ

ン
プ
の
企
画
・
運
営
を
中
心
と
な

っ
て
進
め
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

会「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」会
長
の
中

村
夢
乃
さ
ん
（
16
歳
・
錦
町
６
丁

目
）。
高
校
２
年
生
。
今
年
度
か

ら
会
長
と
な
り
、
卒
業
生
ら
15
人

の
メ
ン
バ
ー
を
引
っ
張
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
頃
か
ら
会
の
一
員
と

し
て
地
域
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
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七
三
二
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平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ジュニアリーダー会「ミルキーウェイ」会長　

中
なか

村
むら

 夢
ゆめ

乃
の

 さん

西

　

明
治
天
皇
が
蕨
本
陣
で
ご
休
憩
さ

れ
た
の
は
、明
治
元
年
（
１
８
６
８
）

と
、
同
３
年
（
１
８
７
０
）、
大
宮

氷ひ

川か
わ

神
社
へ
行ぎ

ょ
う

幸こ
う

（
天
皇
が
外
出
す

る
こ
と
）
さ
れ
た
と
き
で
す
。

　

当
時
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
資
料

が
岡お

か

田だ

本
陣
家
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
掛
軸
「
一い

ち
の
み
や
み
ゆ
き
の
ず

宮
御
幸
之
図
」（
左

写
真
）。描
い
た
の
は
、行
幸
の
様
子

を
見
た
地
元
の
絵
師
・
藤ふ

じ

村む
ら

琢た
く

堂ど
う

で

す
。当
時
の
蕨
宿
の
様
子
を
、岡
田
家

に
伝
わ
る
お
話
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
明
治
元
年
10
月
27
日
、
蕨
で
初

と
な
る
行
幸
を
見
よ
う
と
、
近
郷
近

在
か
ら
人
が
集
ま
り
、
蕨
宿
は
始

ま
っ
て
以
来
の
た
い
へ
ん
な
人
出
で

し
た
。
江
戸
時
代
の
将
軍
通
行
の
際

は
、民
家
は
戸
を
締
め
、２
階
な
ど
目

張
り
を
し
て
、
前
日
か
ら
煙
を
立
て

る
こ
と
さ
え
禁
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す

が
、行
幸
に
は
特
に
禁
制
は
な
く
、民

家
も
通
常
ど
お
り
商
売
が
許
さ
れ
た

の
で
蕨
宿
の
人
々
は
『
将
軍
様
の
と

き
は
恐
れ
お
の
の
い
た
が
、
天
朝
様

は
ま
る
で
お
祭
り
だ
』と
喜
び
ま
し

た
。ま
た
、軍
楽
隊
の
ラ
ッ
パ
は
、封

建
社
会
か
ら
解
放
さ
れ
、勇
み
立
つ
よ

う
な
気
分
に
浸
ら
せ
た
そ
う
で
す
」。

　

全
国
各
地
を
行
幸
さ
れ
た
明
治
天

皇
で
す
が
、
そ
の
様
子
を
描
い
た
絵

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
更
に
、
こ
の
掛

軸
は
、
当
時
の
蕨
本
陣
の
外
観
が
分

か
る
、
唯
一
の
資
料
と
し
て
も
貴
重

な
物
で
す
。
な
お
、
岡
田
家
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
掛
軸
は
秋
の
歴
史
民
俗

資
料
館
特
別
展
で
公
開
さ
れ
ま
す
。一宮御幸之図（岡田民雄氏 所蔵）

Ｎｏ３

笑顔広がる夏の思い出に

中
村
さ
ん
が
、
活
動
に
興
味
を
持

っ
た
の
は
、
自
身
も
参
加
し
た
キ

ャ
ン
プ
で
の
経
験
が
き
っ
か
け
で

す
。
何
事
も
協
力
し
合
っ
て
取
り

組
ん
だ
キ
ャ
ン
プ
は
、
ふ
だ
ん
接

す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
同
級
生
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機

会
に
―
。
キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
る
頃

に
は
、
み
ん
な
笑
顔
で
、
自
然
と

「
友
達
の
輪
」が
広
が
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
自
身
の
経
験
を

「
少
し
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、活

動
へ
の
参
加
を
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、
年
齢
を
問
わ

ず
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
き

た
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
積
極
的
に

行
動
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
と
い

う
中
村
さ
ん
。「
以
前
は
、
お
と
な

し
く
て
引
っ
込
み
思
案
な
性
格
で

し
た
」と
、自
身
を
大
き
く
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
会
の
存
在
に
は
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
、
目
前
に
迫
っ
た
キ
ャ
ン

プ
の
準
備
の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
と

忙
し
い
日
々
を
送
る
中
村
さ
ん
。

「
学
校
が
終
わ
っ
た
後
に
集
ま
る

の
は
大
変
。
で
も
、
小
学
生
の
喜

ぶ
姿
を
想
像
す
れ
ば
苦
に
な
り
ま

せ
ん
」
と
前
向
き
で
す
。「
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
私
た
ち

も
楽
し
む
姿
勢
を
大
事
に
し
た
い
」

と
、
意
気
込
む
姿
は
、
30
年
の
歴

史
に
ま
た
一
つ
、
明
る
い
ペ
ー
ジ

が
加
わ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

中仙道蕨宿

400周年
蕨宿と明治天皇

キャンプへの思いを語る中村さん

ひと
ジュニアリーダー会「ミルキーウェイ」会長　

輝

いて
ます


